
様式１

指定管理者 所管 選定委員

自己評価 評価 評価

１　総則

①自己評価、PDCAサイクルの導入と確実な運用が
できているか。

■彦根市の文化振興に寄与するために以下の４点に基
づき管理運営を行う。
①地域に根差した文化芸術活動の拠点として市民に活
動の場と参加の機会を提供する。
②施設の特徴を活かし、優れた文化・芸術の鑑賞機会
を提供する。
③文化芸術活動の交流と育成を促進する。
④まちづくりの視点を持ち施設を運営する。

◆彦根市の文化振興に寄与するために以下の４点に基づ
き管理運営を行う。
①貸館業務において、文化団体をはじめ各種団体、個人
に対して能動的な利用促進活動を展開し、ホールおよび
諸室の利便性を高め、利用人数および利用率の向上を図
る。
②自主事業および共催・協力事業において、施設の特
徴、強みを活かした事業を展開する。
③芸術性や公益性に鑑み、協力を必要とされる文化芸術
団体に対し、広報協力をはじめ、積極的に協力する。
④地域の一員として、地域団体への入会および地域の会
合等への積極的な参加を行い、地域の施設として運営に
努める。

●新型コロナウイルス感染症の拡大により、管理運営の基本
方針を大幅に見直し、以下のとおり取り組んだ。
①貸館業務については、彦根市および本社ならびに支店等と
の連携を密にし、感染状況に応じて臨時休館としたほか、開館
時における施設内の感染症対策を徹底するとともに、利用者に
対し感染防止策の理解を求めるなど、安心安全な環境整備に
努めた。
②③自主事業および共催事業等については、年度初頭に彦根
市により打ち出された方針に則り、年内の集会型イベントをす
べて中止とし、ひこね市文化プラザ（以下、「文化プラザ」）での
ホール開放事業（個人練習会場）のみを実施、年明けの自主事
業については、感染症対策を講じたうえで実施した。いずれも
困難な状況のなか可能な限り多様な事業を実施した。
④地域団体の諸活動が縮小されたなか、発展的に展開するこ
とが困難であったが、文化プラザにおいては、敷地内駐車場で
開催された「おう外食応援団[主催：(一社)近江ツーリズムボー
ド]」に対する協力、みずほ文化センター（以下、「みずほ」）にお
いては、昨年に引き続き、稲枝連合自治会総会や滋賀県公立
文化施設協議会主催の研修への参加、稲枝商工会加盟の継
続など、可能な限り地域の一員として活動した。

4 4 4

①開館時間は遵守されているか。
②法令等の遵守
③各種提出物の期限を遵守しているか。
④各種管理記録等が整備保管されているか。

■条例、基本協定書、公募要項、業務仕様書に基づ
き、効率的かつ効果的な管理運営を具現化していく。
■社内組織である内部監査室による定期的な監査を実
施し、提案事項の実施状況等のチェックを行う。

◆条例、基本協定書、公募要項、業務仕様書に基づき、
効率的かつ効果的な管理運営を行う。
◆社内組織である内部監査室による定期的な監査を実施
し、提案事項の実施状況等のチェックを行う。

●両施設とも、通常の施設運営が困難であるなか、条例その
他の基本的事項を遵守する一方、利用者に対して平時よりも柔
軟に対応するなど、実情に合わせた管理運営に努めた。
●内部監査室による業務監査(個人情報保護に係るもの)を令
和3年3月12日に実施した。指摘事項なしという結果であった。

4 4 4

①契約関係のほか重要な事務処理が書類により、
適正に処理されているか。

■社内組織である内部監査室による監査を定期的に実
施する。内部監査においては、協定書、業務仕様書に
基づいて業務が遂行されているか、経理処理や、自治
体への提案事項が計画的かつ効果的に実施されている
かを細部にわたりチェックする。

◆年に1回、社内内部監査室による業務監査を実施し、適
正な業務内容を維持する。

●社内内部監査室による業務監査を令和3年3月12日に実施し
た。業務内容は適正との評価を得た。

4 4 3.9

①常勤の館長が配置され、組織の統括と職員への
指導がなされているか。
②利用者へのサービスに支障なく対応できる体制が
とれているか。
③体制が変更された場合、市へ速やかに報告されて
いるか。
④職員の文化施設での勤務経験、会計処理の実務
経験を有するものを配置しているか。
⑤舞台運営に支障なく対応できる体制がとれている
か。
⑥勤務時間ローテーションに支障をきたしていない
か。
⑦職員採用、確保の方法は適切か。
⑧法令等で定められた書類が提出されているか。

■文化プラザおよびみずほ文化センターには常勤の館
長をそれぞれ配置する。文化プラザ館長が両施設の総
括責任者となり、外部折衝等の窓口となる。
■文化プラザには館長の下、施設の利用や経理を担う
総務課、自主事業の企画運営、広報、営業を行う事業
課、舞台操作、ホール管理を管轄する事業課を置く。ま
た、総務課長が副館長を兼ね、館長を補佐する。
■みずほ文化センターでは、館長が施設のマネジメント
および管理運営業務を行い、受付担当の職員が施設利
用に係る業務を担う。また、文化プラザ職員が、緊急対
応・応援できる体制を構築する。

◆両施設において、フルタイムの事業所責任者（館長、所
長）を配置し、対外的業務等に支障が出ない体制を維持
する。なお、文化プラザの館長は両施設の総括責任者と
して、両施設の管理運営における各種調整を行うものとす
る。
◆文化プラザについては、総務課、事業課、舞台管理課
により組織を構成し、それぞれの責任者として課長を配置
し組織体系を維持する。また、総務課長および事業課長
を副館長とし、館長の補佐を行うものとする。
◆みずほ文化センターについては、所長による施設全体
のマネジメント、受付担当社員による施設利用に関する業
務を行うほか、必要に応じて文化プラザから応援ができる
体制を構築することにより、良好な施設運営業務を堅持す
る。

●両施設においてフルタイムの事業所責任者を配置し、文化プ
ラザ館長を両施設統括責任者として管理運営を行った。
●初年度に整備した、人員配置をはじめとする各種体制の強
化を図ることとしていたが、新型コロナウイルス感染症により、
ほぼ感染症対策に集中した。
●感染症対策については、地域の実情に合わせながらも全社
的に取り組んでおり、特に情報共有については、初年度に整備
した体制が適正に機能したと考えている。

4 3 3.5

①計画どおりの内容の教育、研修を開催したか。
②計画どおりの頻度で教育、研修を実施したか。
③対象となる全スタッフに教育、研修を実施したか。

■ひこね市文化プラザ総務課長を教育研修責任者と
し、人権研修をはじめ、接遇マナー、危機管理等に関す
る研修を行い、人材の育成を図る。

◆文化プラザ総務課長を両施設の教育研修担当者とし、
以下の研修を実施することにより、人材育成を図る。
・人権研修（2回/年）
・接遇研修（1回/年）
・危機管理研修（2回/年：消防訓練含む）
・個人情報保護研修（1回/年）
・施設設備取扱い研修（2回/年）ほか

●職員研修については以下のとおり実施し、人材育成を図っ
た。
  ・人権研修　全2回 (9/23,3/8)　※両施設合同で実施
　・危機管理研修　全2回 (9/23,3/8）
　・接遇マナー研修 (1/12）
　・手話研修 (1/12)
　・安全管理研修 (9/23)
　・設備取扱研修 (9/23,3/8)
　・滋賀県人権問題企業連絡会研修（5/14、5/24、6/7、
　　6/15、9/3：テキスト受講）
　・個人情報取扱研修(3/14)

4 4 3.8

評価項目（大） 評価項目（小） 指定管理者からの提案内容 目標値 成果

（１）　施設の目的や基本方針の確立

ひこね市文化プラザおよびみずほ文化セン
ターの設置目的に基づいた管理運営上の基
本方針が確立されており、職員が理解して
いるか。

（２）　管理運営仕様書の遵守

仕様書の各項目を遵守しているか。

（３）　職員の勤務実績、配置状況

管理職を含む常勤職員及び非常勤職員等
の勤務実績、配置状況は適切か。

（４）　職員の人材育成および役職員の研修等

文化芸術面から接遇・緊急時対応まで年間
を通じて研修に伴う人材育成ができている
か。

ひこね市文化プラザ・みずほ文化センター評価結果
（１） 　目標値および成果は、指定管理者が評価項目ごとに目標値を設置し、それに対する成果を記入した。
　　　　自己評価・所管評価は、評価項目ごとに指定管理者および所管課が目標に対する成果を、１～５の５段階で評価した。
　　　　選定委員会評価は、評価項目ごとに選定委員が目標に対する成果を、１～５の５段階評価を集計し平均値化した。（小数点第１位まで）
　　　　なお、総合評価は、全ての評価項目の評価を集計し平均値化した。（小数点第１位まで）

所管課　文化振興課

（２）評価は、以下の５段階とする。
    ５ … 協定書、仕様書、業務計画書および提案書を大幅に上回り、特にめざましい効果があった。
    ４ … 協定書、仕様書、業務計画書および提案書に定められた水準以上の効果があった。
    ３ … 協定書、仕様書、業務計画書および提案書のとおり、適正に管理運営がなされた。
    ２ … 改善指導等の指示により、協定書、仕様書、業務計画書および提案書の水準を達成できた。
    １ … 協定書、仕様書、業務計画書および提案書の水準を達成できなかった。

（３）評価結果
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①仕様書に基づく回数以上の研修等を実施したか。
②役員を含む全職員が、仕様書に基づく回数以上の
研修等を受講したか。
③人権問題に関する窓口担当者を定めているか。
④落書き点検を毎月２回以上実施しているか。
⑤役員を含む全職員に、教育委員会が定める「差別
事象マニュアル」が徹底されているか。

■ひこね市文化プラザ総務課長を人権問題、職員研修
の担当とし、年２回以上の人権研修を実施し、職員の人
権についての理解を深める。
人権団体・機関との情報交換、研修会への参加など、
連携を図っていく。

◆ひこね市文化プラザ総務課長を両施設の人権問題、職
員研修の担当者とし、年2回以上の人権に関する研修を
実施し、職員の人権意識の高揚を図る。
◆人権研修については、彦根市人権政策課をはじめ滋賀
県人権センター等からの指導により適正なものとするほ
か、滋賀県人権問題企業連絡会の会員として、研修会お
よび交流会に積極的に参加するなど、地域の人権団体と
の連携を図る。

●年2回の人権研修をはじめ、滋賀県人権問題企業連絡会で
の交流会や研修会への積極的な参加により、事業所職員の人
権意識の高揚を図った。
　・人権研修 全2回（9/23,3/8）
　・滋賀県人権問題企業連絡会研修（5/14、5/24、6/7、
　　6/15、9/3：テキスト受講）

4 4 3.9

仕様書に基づく人権研修等が実施できてい
るか。
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指定管理者 所管 選定委員会

自己評価 評価 評価

２　施設・設備の維持管理

①有資格者を配置しているか。
②仕様書に基づく内容の保守点検が履行されている
か。
③記録は適切に保管されているか。
④異常が認められた場合、速やかに修繕、交換、分
解整備、調整等を行い、市へ報告を行っているか。

■設備等の保守管理に必要な資格を有し、スキルに長
けた人材を配置する。
■ウォークスルーチェック等によって問題点を洗い出し、
非常事態を予防するため、職員による日常的な巡回点
検を実施する。
■仕様書および法令で定められた回数・期間を遵守し、
保守点検を実施するとともに、安全管理の面から必要に
応じ点検回数の見直しを行う。
■点検により発見された不具合は、安全面と緊急度を
判断し、早急に対応するとともに、市への報告を行い、
点検記録簿に記録する。
■本社の専門職員によるウォークスルーチェックを年１
回以上実施し、問題点の抽出・改善を実施する。

◆設備等の保守管理については、必要な資格を有した者
を配置し、様々な事象に対応できるよう体制を維持する。
◆施設のハード面における問題点について、職員の日常
的な点検により洗い出し、非常事態を予防するほか、年に
1回程度、本社の専門職員によるウォークスルーチェック
を実施し、施設の状態を良好なものとする。
◆各種保守点検については、仕様書等で定められた回数
および期間を遺漏なく実施するものとし、必要に応じて、
文化振興室と協議のうえ、点検項目および回数の見直し
を検討するものとする。

●両施設にとも、計画した保守点検を遺漏なく実施するととも
に、報告内容を都度確認し、予防保全に努めた。
●日常業務において、不具合の早期発見のため、異音等、変
化が無いかに注視した。
●本社の専門職員によるウォークスルーチェックについては、
新型コロナウイルスの感染状況悪化のため、事業所職員により
実施した。

3 3 3.1

■ひこね市文化プラザは、指定避難場所としての役割
が果たせるよう、緊急連絡網および災害発生時初動マ
ニュアルを整備するとともに普段から教育研修の強化に
努める。
■初動においては、施設を熟知する指定管理者として
率先して行動する。
■姉妹館、本社・支店による緊急時の応援体制を確立
する。

◆既存の災害発生時初動マニュアルによる職員教育を実
施するとともに、緊急連絡訓練を年に1回以上実施し、指
定避難場所としての施設の役割を果たせるよう努める。
◆本社、中日本支店、関西支店、みずほ文化センターお
よび栗東さきらを含めた、緊急時の応援体制を確立、維持
する。

●災害発生時初動マニュアルに基づき、全職員に対し、緊急時
の行動について周知したほか、台風接近時（8/15）等、随時周
知に努めた。
●全職員に対し、緊急連絡体制の周知を図ることにより、危機
管理体制を維持した。
●新型コロナウイルス感染症への対応にあたり、本社、支店、
栗東芸術文化会館さきらをはじめとする姉妹館との情報共有を
図るなど連携を密にした。

4 4 3.9

①避難経路に障害物はないか。 ■日常的に巡回点検を行う。 ◆職員による日常的な巡回点検のほか、防火管理者によ
る月次の点検により避難経路を常に確保する。

●利用前および退館時等に日常的な点検を実施するとともに、
防火管理者による月次自主点検を実施した。

3 3 3.1

①自主事業開催中、施設利用中に清掃作業が行わ
れていないか。
②トイレットペーパー、消毒用品、手洗い用石鹸は常
に補給されているか。
③施設全体が清潔に保たれているか。

■日常清掃と定期清掃の計画的実施により、清潔な環
境と美観を維持する。
■業務日報を作成し、日々の業務で実施した作業内
容、特記事項などを記録する。

◆施設の利用状況に応じた日常清掃と定期清掃の計画
的な実施により、清潔な環境と美観を維持する。
◆業務日報を作成し、作業内容、特記事項などを記録の
うえ保存し、美観の維持に活用する。

●業務日報を活用のうえ、利用状況に応じた清掃を実施し、美
観の維持に努めたほか、感染症対策として、共用部（手すり、ド
アノブ等）の消毒等を徹底した。

4 4 3.9

①不審者、不審物、火気の発見が徹底されている
か。

■スタッフによる日常的な施設内の巡回を実施し、不審
者、不審物、火気の有無の確認を行い、未然の防止に
努める。
■利用状況に応じ、職員による特別体制をとり、来館者
および車両の誘導に配慮し、施設全体の保安を確保す
る。
■「緊急時基本対応フロー」、「防犯・防災マニュアル」
等、実践的なマニュアルを作成するとともに、定期的な
訓練を実施する。

◆職員および警備スタッフによる日常的な施設内の巡回
により、不審者、不審物、火気の有無の確認を行い、トラ
ブルおよび非常事態の未然防止に努める。
◆利用状況に応じ、職員による特別体制をとり、来館者お
よび車両の誘導に配慮し、施設全体の保安を確保する。
◆「緊急時基本対応フロー」、「防犯・防災マニュアル」等、
実践的なマニュアルを整備するとともに、定期的な訓練を
実施する。

●日常的に施設内巡回を実施したほか、マニュアルに基づい
た訓練等を行うなど、トラブルおよび非常事態の未然防止に努
めた。
●利用状況に応じ、来館者および車両の動線を考慮のうえ管
理するなど、施設の保安を図った、大きなトラブルは皆無であっ
た。
●利用前および退館時に火気点検を実施した。利用に支障の
ない各部屋などへの出入りを防ぐため、施錠を徹底した。
●周辺施設との連絡調整会に参加し、共用駐車場の利用状
況、その他について情報交換を行いトラブル回避を図った。(み
ずほ)

4 4 3.7

①記録は適切に保管されているか。
②異常が認められた場合、速やかに修繕、交換、分
解整備、調整等を行い、市へ報告を行っているか。
③仕様書に基づく内容の保守点検が履行されている
か。

■ウォークスルーチェック等によって問題点を洗い出し、
非常事態を予防するため、職員による日常的な巡回点
検を実施する。

◆ウォークスルーチェック等によって問題点を洗い出し、
非常事態を予防するため、職員による日常的な巡回点検
を実施する。

●日常的に職員による目視による確認およびウォークスルー
チェックを実施し、施設内の問題点の洗い出しを図った。

4 4 4

①備品台帳は整備されているか。
②備品に対する破損や紛失に対し、適切に把握でき
ているか。
③施設で利用する備品が整理整頓されているか。
④異常が認められた場合、速やかに修繕、交換、分
解整備、調整等を行い、市へ報告を行っているか。

■備品台帳を整備し、適切な備品の保守管理を行うとと
もに、職員に備品の取り扱い研修や備品説明会を行う。

◆備品台帳を整備し、適切な備品の保守管理を行うととも
に、職員に備品の取り扱い研修や備品説明会を行う。

●彦根市教育委員会と共有している備品台帳に基づき、適切
に備品管理を行った。備品取り扱いについて、適時取り扱い方
法の確認を行った。

3 3 3.1

①剪定時期は適切か。
②四季の剪定は適切か。
③仕様書に基づく内容の業務が履行されているか。

■天候や植物の育成状態を考慮し、管理計画を作成
し、剪定等の作業を実施する。
■高木類は樹種の特性等に応じて、高さや枝幅に注意
しつつ、切詰め、中すかし、枯枝・枯株の除去を行う。
■病害虫の早期発見を図り、大量発生前に防除すると
ともに、剪定など物理的除去により農薬使用を極力抑え
た植栽管理に取り組む。

◆以下の項目について委託専門業者と情報を共有し、植
栽管理を適正なものとする。
・天候や植物の育成状態を考慮し、管理計画を作成のう
え剪定等の作業を実施する。
・高木類は樹種の特性等に応じて、高さや枝幅に注意しつ
つ、切詰め、中すかし、枯枝・枯株の除去を行う。
・病害虫の早期発見を図り、大量発生前に防除するととも
に、剪定など物理的除去により農薬使用を極力抑えた植
栽管理に取り組む。

●植栽管理について、計画的に実施したほか、天候、および植
物の生育状態等に合わせ柔軟に実施し、植栽における美観の
維持に努めた。
●病害虫の早期発見等に努め、農薬を使用せず植栽管理を
行った。
●みずほ文化センターにおいては、彦根市役所稲枝支所と連
携のうえ管理し、植栽の生育状況について情報共有を図るなど
植栽管理を効果的なものとすることに努めた。

4 4 4

①彦根市の環境方針が職員に徹底されているか。 ■PPS（特定規模電気事業者）を導入し、電力コストの
削減を図るとともに、他館との複数契約による割引も可
能であるため、事業者の見直しを行い、コスト削減を図
る。
■常夜灯や、点灯時間の長い場所から優先して、LED
の導入を図り、コスト削減を図る。
■衛生消耗品は、環境に配慮されたエコ製品を使用す
る。

◆PPS（特定規模電気事業者）を導入し、電力コストの削
減を図るとともに、他館との複数契約による割引も可能で
あるため、適時事業者の見直しを行う。
◆常夜灯や、点灯時間の長い場所から優先順位を設定
のうえ、LED導入を実施しコスト削減を図る。
◆衛生消耗品は、環境に配慮されたエコ製品を使用す
る。

●両施設ともPPSによる電気供給を継続し、電力コストの削減
を図った。
●メッセ１階共用部にLED電灯を導入し、電力コストの削減を
図った。
●衛生消耗品は、継続してエコ製品を使用した。

4 4 4

評価項目（大） 評価項目（小） 指定管理者からの提案内容 目標値 成果

（１）　建物・設備の保守点検

建物・設備が適切に管理され、安全性の確
保及び良好な機能の保持が実現されている
か。

（２）　災害救援対応

指定避難場所に関する特記事項に基づき、
災害救援対応を円滑に遂行できる体制がと
れているか。

（３）　非常口・避難経路等の点検

非常口や避難経路等の管理が適切になされ
ているか。

（４）　清掃業務

利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き
届いているか。

（５）　警備業務

安全で安心感のある環境を確保している
か。

（６）　外構施設の保守点検

・安全性が確保され、良好な機能が保持され
ているか、また、支障をきたすような状況の
まま放置されていないか。

（７）　備品の管理

適正な備品の管理ができているか。

（８）　植栽・樹木等の維持管理

利用者が快適に過ごせるような良好な景観
が保たれているか。

（９）　彦根市のISO１４００１への取組み

彦根市のISO１４００１の取組に準じて取り組
んでいるか
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指定管理者 所管 選定委員会

自己評価 評価 評価

３　運営及びサービスの質の向上

■ひこね市文化プラザにおいては、ホール利用率70％
以上の維持、諸室は60％以上を目標とする。
■みずほ文化センターにおいては、地域と積極的に交
流し、協力体制の構築を継続していく。

◆ひこね市文化プラザにおいては、ホール利用率70％以
上の維持、諸室は60％以上を目標とする。
◆みずほ文化センターにおいては、地域と積極的に交流
し、協力体制の構築を継続していく。

●施設の利用率については以下のとおりであり、新型コロナウ
イルス感染症の影響を大きく受けた。
　【文化プラザ利用率】
　　・ホール：44.8％（対前年比　-30.0pt）
　　・諸　室 ：40.2％（対前年比　-17.2pt）
　【みずほ利用率】
　　・ホール：17.1％（対前年比　-7.5pt）
　　・練習室：44.5％（対前年比　-14pt）

3 3 3

①施設予約システムは適切に更新、変更されている
か。トラブルに対応しているか。
②施設に適した身だしなみと利用者への挨拶ができ
ているか。
③スムーズに予約ができ、許可書が速やかに発行で
きたか。

■開館時間中、利用受付やチケット販売など施設利用
に関するあらゆるサービスに対応する「フルサービス」
体制を整える。
■育児サポートサービスとして、利用者が必要とする物
品等の貸出し、実費販売等を行い、利便性の向上を図
る。
■受付カウンターへの筆談器の設置やサービス介助士
の配置を行い、障害者や高齢者の利用を促進するとと
もに、利用者にわかりやすい案内サインの改善を実施
する。
■接遇向上のため、接遇マナー研修を徹底する。

◆開館時間中、利用受付やチケット販売など施設利用に
関するあらゆるサービスに対応する「フルサービス」体制
を整え、維持する。
◆育児サポートサービスとして、利用者が必要とする物品
等の貸出し、実費販売等を行い、利便性の向上を図る。
◆受付カウンターへの筆談器の設置やサービス介助士の
配置を行い、障害者や高齢者の利用を促進するとともに、
利用者にわかりやすい案内サインの改善を実施する。
◆接遇向上のため、研修を文化プラザおよびみずほ文化
センター合同で実施し、接遇マナーを徹底する。

●両施設とも、初年度に整備したサービス体制を維持した。一
定の範囲でサービスの均一化を図っているが、施設の特性に
合わせて調整するなど、柔軟に対応した。
●両施設でのサービス介助士設置予定していたが、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大により、受講機会に恵まれなかったこ
となどから、増員には至らなかった。
●両施設合同での接遇研修を1月12日に実施した。 3 3 3.1

①施設利用者に対する指導は適切であったか。
②施設利用者に対し、付属設備の適切な取扱や安
全指導が行える者を配置しているか。

■利用者に対して、利用申込時や舞台打ち合わせ時
に、火災予防や盗難防止等の注意喚起を行うとともに、
非常事態発生時に、施設内を安全に移動できるよう、掲
示物の文字の大きさや色調への配慮を行う。とりわけ子
どもを対象とした催しの開催時には配慮を強化する。

◆利用者に対し、利用申込時や舞台打ち合わせ時に、火
災予防や盗難防止等の注意喚起を行うとともに、非常事
態発生時に、施設内を安全に移動できるよう、掲示物の
文字の大きさや色調に配慮する。特に、子どもを対象とし
た催しの開催時には配慮を強化する。

●利用者に対し、利用申込時や舞台打ち合わせ時に、施設の
利便性・特徴等を説明し、より安全な利用に取り組む他、新型
コロナウイルス感染拡大を防止するため、利用者に対し、感染
予防の協力依頼を強く行うとともに、施設内各所へのアルコー
ル消毒液の設置、事務所内の飛沫防止カーテンの設置、トイレ
等共有スペースにおける感染防止啓発サインの設置等を行っ
た。

4 4 3.8

①割引制度の周知ができているか。 ■開館時間中、利用受付やチケット販売など施設利用
に関するあらゆるサービスに対応する「フルサービス」
体制を整える。
■育児サポートサービスとして、利用者が必要とする物
品等の貸出し、実費販売等を行い、利便性の向上を図
る。
■受付カウンターへの筆談器の設置やサービス介助士
の配置を行い、障害者や高齢者の利用を促進するとと
もに、利用者にわかりやすい案内サインの改善を実施
する。
■施設利用料の割引制度（平日割引、部分使用割引）
の他、自主事業のチケット等において、高齢者や障がい
者、学生への割引を設定する。
■ひこね市文化プラザでは、自主事業チケットのクレ
ジットカード払いを可能とする。
■ペアチケット、ファミリーチケットなどの複数枚のセット
販売や、シリーズ事業のセット、みずほ文化センター自
主事業とのセット販売等、新たな販売方法を模索する。

◆開館時間中、利用受付やチケット販売など施設利用に
関するあらゆるサービスに対応する「フルサービス」体制
を整える。
◆育児サポートサービスとして、利用者が必要とする物品
等の貸出し、実費販売等を行い、利便性の向上を図る。
◆受付カウンターへの筆談器の設置やサービス介助士の
配置を行い、障害者や高齢者の利用を促進するとともに、
利用者にわかりやすい案内サインの改善を実施する。
◆施設利用料の割引制度（平日割引、部分使用割引）の
他、自主事業のチケット等において、高齢者や障がい者、
学生への割引を設定のうえ、ウェブサイト等で告知する。
◆ひこね市文化プラザでは、窓口での自主事業チケットの
クレジットカードによる支払を導入し、利便性の向上を図
る。
◆ペアチケット、ファミリーチケットなどの複数枚のセット販
売や、シリーズ事業のセット、みずほ文化センター自主事
業とのセット販売等、催事の態様に配慮した新たな販売手
法を検討する。

●両施設において開館時間中のフルサービス体制を敷き管理
運営を行った。
●様々な来館者に対するサポートサービスについて、物品の貸
し出しおよび販売体制を維持した。今年度については、感染症
対策として、利用者にご安心いただくため、非接触型検温計、
消毒液等を整備した。
●両施設とも、受付カウンターに筆談器を設置するなど、多様
なご利用者に対応できるよう努めた。サービス介助士について
は、新型コロナウイルス感染症の拡大により受講機会に恵まれ
なかったことなどから、今年度の増員には至らなかった。

4 4 3.7

①ひこね市文化プラザ友の会組織の拡充を行ってい
る　か。
②ＨＰの拡充を行っているか。

■ホームページは、ひこね市文化プラザとみずほ文化
センターの相乗効果が図れる構成とするとともに、迅速
な更新を行っていく。Facebook等のソーシャルメディア、
メールマガジン等特徴が異なるツールを多角的に活用
し、情報発信に努める。
■友の会組織について、みずほ文化センターを併せた
組織とし、対象範囲を拡大する。現在、友の会の年会費
は2,000円であるが、継続の優位性を図るために継続の
会費区分を設ける。また、ニーズ調査を行い、会員特典
の改善・追加を図っていく。

●ホームページは、ひこね市文化プラザとみずほ文化セ
ンターの相乗効果が図れる構成とするとともに、適時更新
を行うとともに、Facebook等のソーシャルメディア、メール
マガジン等特徴が異なるツールを多角的に活用し、情報
発信に努める。
●友の会組織について、みずほ文化センターを併せた組
織とし、対象範囲を拡大する。友の会の継続者について
は年会費を半額とするなど、継続の優位性を図り、会員数
の減少を抑制するとともに、新規入会を促進するため、
ニーズ調査を実施し、会員特典の改善・追加を図ってい
く。

●ホームページについて、両施設の相乗効果が図れる体制を
維持したほか、適時更新を図り、確実な情報発信に努めた。
●友の会組織を「文化プラザ&みずほ文化センター友の会」と
し、新たに運営を開始した。
●新型コロナウイルス感染症により、年度内自主事業数の減
少に伴い、友の会会員の更新費用を無料とし、会員に不利益
が生じないよう努めた。 4 3 3.3

（１）　利用実績及び施設の稼働率

目標値が達成されているか。

評価項目（小） 指定管理者からの提案内容 目標値 成果

（２）　利用しやすい受付案内の実施

利用者が利用しやすい受付案内を実施して
いるか。

評価項目（大）

3

（４）　利用方法の説明支援①
　　　　　（安全性に関するもの）

利用者の安全性を確保するため、利用方法
の説明を行い、必要な情報を提供している
か。

（５）　利用方法の説明支援②
　　　　　（利便性に関するもの）

利用者の利便性を向上させるために様々な
工夫を行っているか。

（３）　適切な利用情報の提供

全ての利用者が等しく利用情報を得ることが
できるよう、適切な利用情報の提供を行って
いるか。

①HPは見易いか、追加、更新、削除等は速やに行
われているか。
②広報が充実されているか。

■ホームページをリニューアルし、施設案内、催し物、チ
ケット等に関する情報を発信するとともに、ブログやSNS
等も情報発信ツールとして活用する。
■自主事業や施設の話題、コラムなどを掲載したメール
マガジンを定期的に発行する。
■「広報ひこね」、「自治会回覧」等を活用するとともに、
地域広報媒体の活用と開拓を図る。
■イベント情報や施設の利用案内、サービスなどを掲載
した独自情報誌を発行する。
■ひこね市文化プラザとみずほ文化センターの施設空
き情報を共有し、相互利用を補完する。予約が取れな
かった利用者に対しては、相互の同等規模施設の紹介
を行う。

◆ホームページをリニューアルし、施設案内、催し物、チ
ケット等に関する情報を発信するとともに、ブログやSNS
等も情報発信ツールとして活用する。
◆自主事業や施設の話題、コラムなどを掲載したメールマ
ガジンを定期的に発行する。
◆「広報ひこね」、「自治会回覧」等を活用するとともに、地
域広報媒体の活用と開拓を図る。
◆イベント情報や施設の利用案内、サービスなどを掲載し
た独自情報誌を年に6回程度発行する。
◆ひこね市文化プラザとみずほ文化センターの施設空き
情報を共有し、相互利用を補完する。予約が取れなかっ
た利用者に対しては、相互の同等規模施設の紹介を行
う。

3 3

●ホームページを随時更新し、最新情報の提供に努めた。今
年度は、感染症についての情報を頻繁に更新し、最新情報の
発信に努めた。
●ＳＮＳ等を用いた情報発信を両施設合同で適切に行った。
●自主事業の大幅な減少により、独自情報誌の発行を３回に
抑制することとした。

（６）　新規利用者の誘客

新規利用者の開拓・確保を積極的に行って
いるか。
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指定管理者 所管 選定委員会

自己評価 評価 評価

３　運営及びサービスの質の向上

①大型イベントを実施しやすい環境を整備している
か。
②今まで培ってきた各種団体とのネットワークを生か
し、様々なイベントを誘致しているか。

■ひこね市文化プラザでは、利用団体等が情報発信・
交換を行える場としての情報交換コーナーを、メッセ
ホール棟１階に継続して設置する。内容を審査したうえ
での掲示・配置となるが、「仲間募集」や「発表会のお知
らせ」など団体の活動活性化に寄与する。
■貸館事業における催し物についても、ホームページで
の情報掲載や施設内外のポスター掲示、チラシの配置
等の広報協力を行う。
■ホームページ上で実施している、地域アーティストの
情報提供サイト「アーティストアーカイブス」の更なる充
実を図る。プラザフェスティバル参加者等に働きかける
などし、登録者の増加を図り、彦根の文化活動者ポータ
ルサイトとして拡大していく。
■ひこね市文化プラザとみずほ文化センターの施設空
き情報を共有し、相互利用を補完する。予約が取れな
かった利用者に対しては、相互の同等規模施設の紹介
を行う。

◆ひこね市文化プラザにおいて、利用団体等が情報発
信・交換を行える場としての情報交換コーナーを、メッセ
ホール棟１階に継続して設置し、「仲間募集」や「発表会の
お知らせ」など団体の活動活性化に寄与する。設置につ
いては内容を審査したうえでの掲示とする。
◆貸館事業についても、ホームページでの情報掲載や施
設内外のポスター掲示、チラシの配置等の広報協力を行
う。
◆ホームページ上で実施している、地域アーティストの情
報提供サイト「アーティストアーカイブス」の更なる充実を
図る。プラザフェスティバル参加者等に働きかけるなどし、
登録者の増加を図り、彦根の文化活動者ポータルサイトと
して拡大していく。
◆ひこね市文化プラザとみずほ文化センターの施設空き
情報を共有し、相互利用を補完する。予約が取れなかっ
た利用者に対しては、相互の同等規模施設の紹介を行う
など、両施設を有効にご利用いただけるよう取り組む。

●両施設の空き情報、利用状況を共有し、利用を検討されてい
る方々に対し、適切に情報を提供した。
●メッセ棟1階に情報交換コーナーを設置し、利用団体等の情
報発信の場として活用した（文化プラザ）。
●アーティストアーカイブスについて、みずほ文化センターにお
けるアーティストアーカイブスの募集を開始した（登録者数：2）。
●限られたスペースを活用し、身近な情報を優先し設置してい
る(みずほ)。

4 4 4

①利用者が利用しやすい環境を整備しているか。 ■施設の運営状況をまとめた事業概要と施設のPRを兼
ねた事業概要書を作成・配布する。
■施設利用後のフォローや過去の利用実績に応じたア
プローチを行う。
■市指定の修繕費とは別途利用促進のための施設整
備を実施する。

◆事業概要書を作成のうえ配布し、貸館利用者の新規開
拓等に活用する。
◆施設のご利用者に対し、次のご利用を見据えたアプ
ローチを行い、継続してご利用いただけるよう努める。
◆利用促進改修費を有効に活用し、施設の美観および利
便性を整備し魅力を高め、施設利用者の増大を図る。

●利用促進改修費により、以下の改修を実施した（文化プラ
ザ）。
　 ・LED電灯導入（メッセ棟1階共用部）
　 ・壁クロス貼替（メッセ棟1階および3階）
　 ・LAN回線新設工事（グランドホール、第1～5楽屋）
　 ・ビデオプロジェクター追加導入
　 ・施設予約管理システムカスタマイズ
　 ・姿見増設（2台：研修室用）
●ホール利用打ち合わせや利用時において、ニーズの把握を
的確に行い、施設の合理的な利用方法を提案し、満足度の向
上に繋げられるよう努めている（みずほ）。

4 4 3.8

■職員の資質を向上し、質の高いサービスを提供する
ため、接遇や人権、危機管理に関する研修を実施する。

◆以下の職員研修を実施し、職員の資質の向上を図る。
・人権研修（2回/年）
・接遇研修（1回/年）
・危機管理研修（2回/年：消防訓練含む）
・個人情報保護研修（1回/年）
・施設設備取扱い研修（2回/年）ほか

●各種研修について、以下のとおり、提案以上の数を実施し
た。
　・人権研修　全2回 (9/23,3/8)　※両施設合同で実施
　・危機管理研修　全2回 (9/23,3/8）
　・接遇マナー研修 (1/12）
　・手話研修 (1/12)
　・安全管理研修 (9/23)
　・設備取扱研修 (9/23,3/8)
　・滋賀県人権問題企業連絡会研修（5/14、5/24、6/7、
　　6/15、9/3：テキスト受講）
　・個人情報取扱研修(3/14)

4 4 4

■利用者の声や苦情などの情報を全職員で共有し、共
通の課題として取り組むため、サービス向上委員会を組
織する。また、利用者の声、苦情の情報はデータベース
化を行い、以後の運営に役立てていく。

◆館長、課長、清掃・設備委託業者で構成するサービス
向上委員会を組織し、月次会議において、ご利用者の
声、苦情およびトラブルなどの情報を共有し問題解決に向
けて協議する。協議内容はデータベース化を図り、運営に
役立てるものとする。

●両施設合同でサービス向上委員会を組織し、月次会議を開
催し、管理運営に係る様々な情報を共有した。
●メモおよび日報を最大限活用し、様々な情報を伝達・共有で
きるように努めた。 4 3 3.2

①彦根市事務処理規程に準拠し、文書の管理・保存
が適切に行われているか。
②個人情報保護に関するマニュアルが作成されてい
るか。また、研修が行われているか。
③情報漏洩を防止する仕組みが構築されているか。

■職務上知りえた施設や個人に関する情報が漏洩しな
いよう全職員と守秘義務に関する誓約書を交わすととも
に、ひこね市文化プラザ館長をひこね市文化プラザおよ
びみずほ文化センター両施設の個人情報保護責任者と
し、個人情報保護マネジメントシステム（要求事項 ＪＩＳ
Ｑ １５００１：２００６ ２０１７に移行中）に基づき個人情
報保護に努める。
■全職員を対象として個人情報保護に関する研修を実
施する。

◆職務上知りえた個人に関する情報が漏洩しないよう、全
職員と守秘義務に関する誓約書を交わすとともに、ひこね
市文化プラザ館長をひこね市文化プラザおよびみずほ文
化センター両施設の個人情報保護責任者とし、個人情報
保護マネジメントシステム（要求事項 ＪＩＳ Ｑ １５００１：２
００６　２０１７に移行）に基づき個人情報保護に努める。
◆全職員を対象として個人情報保護に関する研修を年に
1回実施する。

●個人情報保護について、個人情報保護マネジメントシステム
に基づき厳格に取り扱っている。
●全社で実施した個人情報取り扱いに関するチェックテストに
より、全職員について理解度の向上に努めた（3/14）。

4 4 4

①危機管理マニュアルが作成されているか。
②あらゆる事態に備えた対応を全職員が熟知してい
るか。

■スタッフによる日常的な施設内の巡回を実施し、不審
者、不審物、火気の有無の確認を行い、未然の防止に
努める。
■消防計画を整備し、自衛消防隊を組織する。避難訓
練においては、公演等実施時を想定した実践に近い形
のものを検討。
■ひこね市文化プラザとみずほ文化センターとは業務
共同体制をとるため、主だった職員は相互の訓練に参
加する。

◆防火管理者（文化プラザ：総務課長 みずほ文化セン
ター：所長）による月に1回の点検を実施するほか、全職員
による日常的な目視点検を併せて行い、必要に応じて撤
去等を行うなどして、事故事件の防止に努める。
◆消防計画を整備し、自衛消防隊を組織する。組織につ
いては、文化プラザにおいては総務課長を、みずほ文化
センターにおいては所長を防火管理者とし、計画に基づい
た訓練、研修を年2回実施する。
◆訓練については、文化プラザとみずほ文化センターとで
合同の訓練とする。

●消防計画を更新のうえ提出した。
●防災研修（訓練）を、２施設合同で実施し、防災機器の取り扱
い、防災意識の高揚に努めた(9/23)。
●みずほの防災訓練については、稲枝支所周辺施設消防訓練
に参加した。（稲枝支所・稲枝地区公民館・稲枝地区体育館・み
ずほ文化センター・南老人福祉センターの５施設が参加）（みず
ほ） 4 4 3.9

■施設職員、委託先、関連機関の緊急連絡網と、連絡
フローを作成。関係者に配布するとともに、事務室内に
掲示。都度最新版に更新することとする。

◆施設職員、委託先、関連機関の緊急連絡網と、連絡フ
ローを整備し、関係者に配布するとともに、事務室内に掲
示する。作成物は随時最新版に更新するものとする。

●両施設とも、全職員が連絡網を携帯したほか、緊急時の対
応に関する掲示物については、事務所の職員のみが視認でき
る場所に掲示し、常に職員が意識できるよう努めた。

3 3 3.2

①災害時の初動マニュアル等が整備されているか。
②緊急連絡訓練において、最後の職員までスムー
ズに連絡がとれたか。

■あらゆるケースに対応できる連絡体制を整備し、非常
時における迅速な情報伝達と緊急対応を行う。
■ひこね市文化プラザとみずほ文化センターそれぞれ
の施設特性に合わせた防災マニュアルを作成し、運用
する。
■緊急時には、ひこね市文化プラザとみずほ文化セン
ターだけでなく、県内他施設人員による応援体制も視野
に入れる。

◆災害時初動マニュアルを作成のうえ、連絡体制を整備
し、あらゆる場面における迅速な情報伝達および緊急対
応をとれるよう努める。
◆ひこね市文化プラザおよびみずほ文化センターについ
て、それぞれ防災マニュアルを作成し、運用する。
◆緊急連絡については、訓練をひこね市文化プラザ、み
ずほ文化センターおよび栗東さきらとの合同で実施し、相
互応援体制を構築する。

●両施設で災害初動マニュアルを作成のうえ、連絡体制を整
備し、緊急対応を取れるよう努めた。

3 3 3

評価項目（小）

（１４）　災害発生時の連絡・対応体制の構築

災害発生時の連絡・対応体制が確立してい
るか。

指定管理者からの提案内容 目標値 成果

（８）　施設のPRの実施

施設のＰＲに資する取組みを実施し、利用者
へのアピール・リピーターの取り込みをして
いるか。

（９）　サービス水準の確保

個々のサービスについて、対応職員によっ
て格差が生じないよう、施設のサービス水準
を確保するための取組みを行っているか。

（７）　貸館利用者との連携

貸館利用者と情報を共有し、よりよいサービ
スの提供に努めているか。

評価項目（大）

（１０）　職員間での情報共有化

職員間で、適切に各種情報の共有化が実現
されているか。

（１１）　個人情報の保護

個人情報取扱特記事項に基づき個人情報
の保護に対する体制が整っているか。

（１２）　事故防止対策への取組み

事故防止のための体制の構築・取組みを
行っているか。

（１３）　事故発生時の連絡・対応体制の構築

事故発生時の連絡・対応体制が確立されて
いるか。
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指定管理者 所管 選定委員会

自己評価 評価 評価

３　運営及びサービスの質の向上

①アンケートボックス等を設置しているか。
②意見、苦情を職員全員で共有しているか。

■紙ベースのアンケート、ご意見箱の設置、インター
ネットによる意見受付、利用者意見交換会のほか、第三
者機関による満足度調査、利用者ニーズの把握および
分析を行う。また、書面で寄せられた苦情や意見は、対
応内容を館内に掲示し公開する。

◆利用者アンケート、ご意見箱、インターネット、利用者意
見交換会、第三者機関による顧客満足度調査などによ
り、利用者の声を把握および分析を行うとともに、内容に
ついては、サービス向上委員会をはじめ、全職員で共有
する。また、書面によるご意見については、対応内容を館
内に掲示する。

●両施設とも、利用者アンケート用紙およびご意見等記入用紙
を「ご意見箱」とともに、利用者の目につきやすいところに設置
し、ご意見をいただきやすい環境を維持した。
●意見、苦情については、その重要性に鑑み、朝礼等で速や
かに関係職員に共有した（文化プラザ）。 4 4 4

①苦情等に対して、的確に対応できたか。 ■職員のサービスレベルの向上によって、苦情・トラブ
ルの未然防止、発生可能性の低減を図る。苦情等が発
生した場合は迅速に対応し、トラブルが長期化しないよ
うに心掛ける。
■朝礼、申し送り等をとおして全職員で情報共有を行
う。サービス向上委員会に事例をフィードバックし、苦情
情報のデータベース化を行い、以後の運営に役立てて
いく。

◆サービスレベルの向上により、苦情・トラブルの未然防
止、発生可能性の低減を図る。苦情等が発生した場合は
迅速に対応し、トラブルが長期化しないよう努める。
◆朝礼等をとおして全職員で情報共有を行う。サービス向
上委員会に事例をフィードバックし、苦情情報のデータ
ベース化を行い、以後の運営に役立てていく。

●苦情につながる要因を未然に無くすよう努めたほか（文化プ
ラザ、みずほ）、発生した苦情等に対しては、処理マニュアルに
従い、速やかに現状把握を図り、関係職員全員で情報共有し、
苦情元に対し、謝意とともに解決方法、再発防止策を提示する
など対応した（文化プラザ）。

4 3 3.5

■紙ベースのアンケート、ご意見箱の設置、インター
ネットによる意見受付、利用者意見交換会のほか、第三
者機関による満足度調査、利用者ニーズの把握および
分析を行う。
■サービス向上委員会において寄せられた要望等を真
摯に検討・議論し、対応策を実行する。

◆利用者アンケート、ご意見箱、インターネット、利用者意
見交換会、第三者機関による顧客満足度調査などによ
り、利用者の声を把握および分析を行うとともに、内容に
ついては、サービス向上委員会の月次会議において情報
を共有し、問題解決に向けて協議する。協議内容はデー
タベース化を図り、運営に役立てるものとする

●様々な角度からご意見を集め、満足度および利用者ニーズ
の把握に努めていたが、貸館利用の激減等により、ご意見の
収集に苦慮した。
問題に対しては、関係職員および中日本支店、本社と情報共
有を図り、解決に向けて取り組んだ。 4 4 3.9

ひこね市文化プラザ
①一般鑑賞型事業で必須となっているジャンルおよ
び回数は実施されているか。

■音楽系コンサート：年3回、娯楽系催し：年2回、演劇・
ミュージカル：年2回、クラシック系コンサート：年2回、
ファミリー公演：年2回ほか、計16事業を実施。

◆音楽系コンサート：年3回、娯楽系催事：年2回、演劇・
ミュージカル：年2回、クラシック系コンサート：年2回、ファミ
リー公演：年2回のほか、計16事業を実施する。

●鑑賞型事業は、新型コロナウィルス感染症により、下記1事
業の実施となった。
　・森麻季＆林美智子ソプラノデュオ・リサイタル(1/17) 3 3 3

①市民参画型事業において、必須となっている「プラ
ザフェスティバル」をはじめ、その他市民による市民
のための事業は仕様書に沿って実施されているか。

■「ひこね市民手づくり演奏会」、「プラザフェスティバ
ル」ほか、若年層の演奏技術向上・相互交流の促進、市
の音楽文化の底上げを目指すために、ひこね吹奏楽大
作戦！①、②の2事業を加えた、計7事業を実施。

◆「ひこね市民手づくり演奏会」、「プラザフェスティバル」
ほか、市内若年層の演奏技術向上・相互交流の促進およ
び音楽文化の底上げを図るため、「吹奏楽ホール開放」お
よび「吹奏楽クリニック」の２事業を加えた、計7事業を実
施する。

●市民参画型事業は、新型コロナウィルス感染症により、下記
3事業の実施となった。
　・吹奏楽ホール開放（7/13－17,20）
　・エコーホールピアノメンバー（通年、登録型）
　・エコーホールピアノメンバー演奏会(1/11)

3 3 3

①体験型事業は仕様書に沿って実施されているか。 ■ワークショップ形式による4事業を実施。文化芸術体
験教室として、大人向け文化芸術ワークショップを開
催。

◆ワークショップ形式による4事業を実施。文化芸術体験
教室として、大人向け文化芸術ワークショップを含め開催
する。

●体験型事業（ワークショップ形式）は、新型コロナウィルス感
染症により、8月の開催予定を3月に繰り下げて実施した
（3/27,28）。
●文化芸術体験教室として、「書」をテーマとしたワークショップ
を開催した(12/20)。

3 3 3

①生涯学習型事業で必須となっている「ひこね市民
大学講座」は仕様書に沿って実施されているか。

■「市民大学特別講座]：年3回のほか計5事業を実施。 ◆「市民大学特別講座」として年3事業のほか、「直弼杯囲
碁・将棋大会」の2事業を実施する。

●新型コロナウィルス感染症により、講師の招致が困難であっ
たため、「市民大学特別講座」は1事業のみの実施とし、「直弼
杯囲碁・将棋大会」の2事業については中止した。 3 3 3.1

①次世代対策事業は仕様書に沿って実施されてい
るか。

■小学校芸術鑑賞および中学校芸術鑑賞を実施。
■伝統文化チャレンジ講座、芸術文化チャレンジ講座を
実施。

◆小学校芸術鑑賞および中学校芸術鑑賞を市内全校で
実施する。
◆伝統文化チャレンジ講座、芸術文化チャレンジ講座を実
施する。

●小中学校の芸術鑑賞は、各校校長との協議のうえ、新型コロ
ナウイルス感染症により中止した。
●伝統文化チャレンジ講座および芸術文化チャレンジ講座につ
いても新型コロナウイルス感染症により中止した。

3 3 3

①アウトリーチ事業は仕様書に沿って実施されてい
るか。

■ひこね感動お届け隊として出前コンサートを実施。 ◆ひこね感動お届け隊として、市内の各施設において出
前コンサートを実施する。

●新型コロナウイルス感染症によりアウトリーチ事業を中止し
た。

3 3 3

みずほ文化センター
①提案書のとおり事業が実施されているか。

■音楽系コンサート：年2回、娯楽系催し：年5回、伝統
芸能：年1回、ファミリー公演：年1回　計9事業を実施。

◆音楽系コンサート：年2回、娯楽系催し：年5回、伝統芸
能：年1回、ファミリー公演：年1回　計9事業を実施する。

●年間で計画した事業のうち、下記3件を実施するに留まった。
　・みずほ寄席vol.36（2/20）
　・みずほ寄席vol.37（3/20）
　・新春落語まつり（1/16）
これまで練習室において開催してきた「みずほ寄席」について
は、感染症対策として密を避けるため、多目的ホールを会場と
し、2公演を実施。また、「新春落語まつり」については、最大収
容人員の50%を上限とする入場制限により実施した。

3 3 3

ひこね市文化プラザおよびみずほ文化センター
①事業に偏りがなく、幅広い年齢層が気軽に鑑賞で
きる公演等が実施されているか。

■市民ニーズ、地域ニーズに応えるべく、多彩なバリ
エーションの事業展開を図る。

◆市民ニーズ、地域ニーズに応えるべく、多彩なバリエー
ションの事業展開を図る。また、時代と共に変容するニー
ズを敏感に察知し、常に新たな情報の入手に努める。

●両施設とも、多様なニーズに応え、幅広い年齢層の方々に楽
しんでいただけるラインナップを計画したが、コロナ禍中におい
て実施できるものとして、規模を縮小した集客イベント、次世代
対策ワークショップ等を軸として事業を展開した。 3 3 3.1

①事業全般において、入場者数の目標値が達成で
きているか。

●新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、指定管理者の主
催事業を年内中止とすることとなったほか、ツアー関連の事業
制作が事実上不可能となったことなどから、集客数は目標値を
大幅に下回る結果となった。
　【自主事業入場者数】
　　・文化プラザ：582名（目標：22,750名）
　　・みずほ　　 ：256名（目標：　1,344名）

3 3 3

（１８）　自主事業の実施状況

仕様書等に基づき自主事業が行われたか。

仕様書等に基づき自主事業が行われたか。

（１５）　利用者の意見・苦情を抽出する仕組み
　　　　　の構築

積極的に利用者から意見や苦情を吸い上げ
るシステムを構築しているか。

（１６）　利用者の苦情解決体制の構築

利用者の意見、苦情等を受けて、迅速に対
応できる体制を構築しているか。

（１７）　利用者モニタリングの実施

サービス全体に対する利用者の満足度を把
握し、課題がある場合には対応策を講じて
いるか。

指定管理者からの提案内容 目標値 成果評価項目（大） 評価項目（小）
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指定管理者 所管 選定委員会

自己評価 評価 評価

３　運営及びサービスの質の向上

(19)

■生涯学習に関する自主事業を展開するとともに、生
涯学習に係る機関・団体の催しへの施設利用・広報の
協力を行う。
■国際交流、異文化理解交流につながる自主事業の展
開ならびに地域の国際交流団体・機関が主催する催し
への施設利用・広報の協力を行う。
■彦根市男女共同参画センターウィズ主催の研修会へ
の参加や研修講師の依頼。関連団体・機関が主催する
催しへの施設利用・広報の協力を行う。

◆市民大学講座など、生涯学習に関する自主事業を展開
するとともに、生涯学習に係る機関・団体の催しへの施設
利用および広報の協力を行う。
◆国際交流、異文化理解交流につながる自主事業の展
開および地域の国際交流団体・機関が主催する催しへの
施設利用・広報の協力を行う。
◆彦根市男女共同参画センターウィズ主催の研修会への
参加や研修講師の依頼等、センターと連携した運営に努
めるとともに、関連団体・機関が主催する催しへの施設利
用および広報の協力を行う。

●両施設において、生涯学習に係る機関・団体からのご要望に
応じ、施設利用および広報に対する協力を行うものとし受入れ
られる体制を敷いた。
文化プラザにおいては、施設共有スペース内に広報冊子等の
配架スペースを設置しており、国際交流、男女共同参画に関す
るものについても同様に取り扱っている。
●生涯学習に関する自主事業として市民大学講座を１講座開
催した（文化プラザ）。

3 3 3

①利用者団体とのネットワークづくりができたか。
②ボランティアスタッフの育成や新たなスタッフの確
保ができているか。

■ホームページ上で実施している、地域アーティストの
情報提供サイト「アーティストアーカイブス」の更なる充
実を図る。プラザフェスティバル参加者等に働きかける
などし、登録者の増加を図り、彦根の文化活動者ポータ
ルサイトとして拡大していく。
■現在ひこね市文化プラザでは、「ひこね市文化プラ
ザ・サポーターズ」として、ボランティアスタッフの育成を
行っている。今後は、みずほ文化センターとも連動して、
より充実した育成過程と活動内容にしていく。ボランティ
アスタッフには、スタッフとしての自覚を促すこと、ボラン
ティア活動のPRのために、ユニフォームの貸与を行うと
ともに、登録前および継続的・専門的な研修や意見交換
会を実施する。

◆地域アーティストの情報提供サイト「アーティストアーカ
イブス」登録者に対し、主催事業への出演を働きかけるな
どの取組みを通じ、登録者の増加を図り、彦根の文化活
動者ポータルサイトとして更なる充実を図る。
◆「ひこね市文化プラザ・サポーターズ」として、ボランティ
アスタッフの育成を継続するとともに、みずほ文化セン
ターとも連動し、育成と活動を充実させる。ボランティアス
タッフに対しては、スタッフとしての自覚をお持ちいただき、
ボランティア活動のPRのために、ユニフォームの貸与を行
うとともに、登録前および継続的および専門的な研修や意
見交換会を実施する。
◆福祉団体、企業、ボランティアスタッフ等の協力を得て、
自主事業開催時等において、飲食販売サービスを実施す
る。

●みずほ文化センターにおけるアーティストアーカイブスの募集
を開始し、新規登録を２件受付けた。
●ひこね市文化プラザのボランティアスタッフについて、本人の
許諾を得て、みずほ文化センターでも活動いただく体制を敷い
た。

4 3 3.3

４　指定管理料の執行状況

※別途報告
4 4 3.8

収支は正確に行われ、財務状況は健全か。 ※別途報告
4 4 3.9

※別途報告

3 3 3

①不適切な経費の削減はしていないか。
②経費削減がサービス低下につながっていないか。

■PPS（特定規模電気事業者）を導入し、電力コストの
削減を行うとともに、常夜灯や点灯時間の長い場所から
優先して、LEDの導入を図り、コスト削減を図る。ただ
し、施設の利用状況を十分に把握し、サービスレベルが
低下しないものとする。
■施設の利用状況を清掃担当者と共有し、効率的かつ
効果的な人員配置と清掃作業を行い、施設の美観を保
持する。

◆PPS（特定規模電気事業者）を導入し、電力コストの削
減を行うとともに、優先順位を設定のうえLED照明の導
入、不要な照明の消灯等コスト削減に努める。照明の消
灯にあたっては、施設の利用状況に十分配慮し、サービ
スレベルを低下させないよう留意するものとする。
◆施設の利用状況について、毎朝の朝礼時および退社時
に清掃担当者と共有し、効果的な清掃作業を行い、施設
の美観を保持する。
◆「働き方改革」を踏まえ、効率的にシフト調整を図るな
ど、時間外勤務等の発生を最小限に留める。

●両施設とも、感染症対策として、空調機器の稼働中に
おいても十分な換気を確保するため、定期的な窓の開閉
等を実施した。
●両施設ともPPSを継続し、電力コストの削減を図った。
●メッセ棟共用部へのLED照明を導入した。（文化プラザ）
●職員の勤怠管理については、利用料の還付手続きおよ
びチケットの払戻等など業務が煩雑になったが、各課横断
的な勤務体制を敷き、時間外勤務の抑制、有給休暇の取
得に努めた。

4 4 3.8

総合評価 3.6 3.5 3.5
3.5

成果

（４）　経費節減状況

経費節減のための努力を行っているか。

（１）　指定管理料の執行状況
指定管理料は適正に執行されているか。

（２）　収支決算状況
安定的な経営状況となっているか。

（３）　利用料金収入実績

事業計画書等で示した利用料金収入の目標
値がどの程度まで達成されたか。

評価項目（小） 指定管理者からの提案内容 目標値

生涯学習、国際交流(多文化共生）および男
女共同参画の推進を図るための支援事業の
実施状況

生涯学習、国際交流(多文化共生）および男
女共同参画の推進に関し支援事業を実施で
きているか。

（２０）　その他

・飲食の提供が順次できているか。
・市民の展示ができているか。
・ボランティアスタッフの育成や利用団体等と
のネットワークづくりができているか。

●選定委員会の総合評価は、3.5で、昨年度の評価よりも下がる結果となった、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため多くの自主事業を開催できなかったことにより高い評価を得ることが出来なかったことが要因である。
●新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった事業もある。コロナ禍の中での事業の在り方、方法等について令和2年度の経験や反省を活かしつつ、検討を進めていかれたい。
●今後の新型コロナウイルス感染症終息後の対応も見据えながら管理運営を行っていかれたい。

評価の理由、コメント

評価項目（大）
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